
聖徳太子像、正式に国重要文化財に！ 阿弥陀如来は釈迦如来に 
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右：「木造釈迦如来及諸尊像」 

 

10
月
31
日
、
官
報
告
示
に
よ
っ
て
、
慈
恩
寺
の
聖
徳
太
子
像
が

「
木
造
聖
徳
太
子
立
像
」
の
名
称
で
正
式
に
国
指
定
重
要
文
化
財

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
阿
弥
陀
如
来
と
し
て
指
定
さ
れ

て
き
た
像
が
本
来
の
釈
迦
如
来
に
名
称
変
更
さ
れ
、
文
殊
菩
薩
や

普
賢
菩
薩
な
ど
と
統
合
し
た
上
で
、「
木
造
釈
迦
如
来
及
諸
尊
像
」

の
名
称
で
重
要
文
化
財
に
改
め
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
も
告
示
さ
れ

ま
し
た
。「
木
造
釈
迦
…
」
は
、
法
華
経
の
世
界
を
表
す
仏
像
群
で
、

現
存
す
る
10
体
で
１
組
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
す
。 

い
ず
れ
も
今
年
３
月
に
指
定
答
申
が
出
て
い
た
も
の
で
す
。「
木 

造
聖
徳
太
子
立
像
」
は
既
に

公
表
さ
れ
て
い
る
と
お
り

で
す
が
、
「
木
造
釈
迦
如
来

及
諸
尊
像
」
に
つ
い
て
は
、

統
合
と
い
う
こ
と
も
あ
り

今
回
正
式
に
公
表
さ
れ
ま

し
た
。 

９
月
開
催
の
第
６
回
慈

恩
寺
講
演
会
で
は
、
指
定
に

あ
た
り
評
価
さ
れ
た
点
や

像
の
特
色
な
ど
を
文
化
庁

の
井
上
調
査
官
よ
り
お
話

し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

(

裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い)

。 

イベント情報 

２回目は雨で翌 28 日に順延となったものの、両

日ともおおむね天候に恵まれ、紅葉も楽しむことが

できました。 

参加者は１日かけて歩きながら、江戸時代の修行

場がよく残る史跡の魅力に感じ入っていました。 

江戸時代の修験修行場跡を巡る 

日時：12 月 31 日(月)午後 11 時 40 分より 

場所：慈恩寺活性化センター前 

写真コンテストは Instagram で「慈恩寺大晦日
花火大会」もしくは「zionnji_hanabi」で検索！ 

慈恩寺大晦日花火大会 

雪 月 華 

 大晦日恒例の花
火大会。８回目とな
る今回は、花岡和香
さんや和太鼓奏者
「奏紀」さんのコン
サート、写真コンテ
ストも開かれます。 
 除夜の鐘を聞き
ながら、冬の夜空に
広がる大輪の花を
お楽しみください。 

10 月 20

日と 28 日、

慈恩寺修験

の修行場跡

を巡る「慈恩

寺修験の道

ウォーキン

グ」を開催し

ました。 
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９
月
22
日(
土)

、
慈
恩
寺
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
文
化
庁
の
井
上
大
樹
調
査
官
よ
り
「
釈
迦
如
来
及

諸
尊
像
と
聖
徳
太
子
像
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
調
査
官
は
今
回
の
重
要
文
化

財
の
指
定
・
統
合
に
携
わ
っ
た
方
で
、
指
定
文
化
財
の

特
色
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
、
講
演

の
要
約
で
す
。 

「
木
造
釈
迦
如
来
及
諸
尊
像
」
に
つ
い
て 

像
が
作
ら
れ
た
時
期
～
12
世
紀
後
半
の
作
～ 

釈
迦
如
来
像
は
張
り
の
あ
る
丸
顔
と
い
う
点
で
は

鎌
倉
時
代
に
つ
な
が
る
も
の
だ
が
、
薄
い
衣
紋
線
や
薄

い
胸
板
な
ど
か
ら
12
世
紀
後
半
の
作
。
奈
良
の
仏
師
が

入
れ
る
正
中
線
が
あ
り
、
奈
良
の
工
房
の
作
か
。
寺
の

歴
史
と
重
ね
る
と
、
保
元
２
年(

１
１
５
７)

年
の
火
災
以

降
、
奈
良
で
作
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

像
の
特
色
～
作
り
変
え
ら
れ
た
頭
？
～ 

今
回
の
調
査
で
、
釈
迦
如
来
は
頭
が
作
り
変
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
制
作
上
、
一
旦
頭

を
外
し
加
工
し
た
後
に
戻
す
こ
と
は
あ
る
が(

慈
恩
寺

の
優
填
王
像
に
も
見
ら
れ
る)

、
頭
そ
の
も
の
を
作
り
変

え
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
出
来
ば
え
に
満
足
せ
ず
、
作

り
変
え
ら
れ
た
と
も
想
像
で
き
る
。 

文
殊
菩
薩
に
は
背
中
に
截
金(

細
い
金
箔
の
線
で
作
っ

た
模
様) 

が
あ
り
、
優
れ
た
技
法
で
作
ら
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
普
賢
菩
薩
は
顔
の
下
半
分
が
ノ
ミ
で
離
さ
れ 

て
い
る
。
普
通
は
離
し
た
後
に
空
洞
化
の
加
工
を
す
る

が
、
こ
れ
に
は
な
い
。
同
じ
こ
と
は
十
羅
刹
女
の
一
体

に
も
見
ら
れ
る
。
ど
れ
も
ノ
ミ
を
入
れ
た
意
図
は
不
明
。 

名
称
変
更
の
妥
当
性 

 

今
回
の
調
査
で
、
手
の
指
が
修
理
で
補
わ
れ
た
も
の

と
判
明
し
た(

※
仏
像
が
ど
の
仏
様
か
は
、「
印
相
」
と
よ
ば
れ

る
手
の
形
で
示
さ
れ
る)

。
よ
っ
て
、
当
初
か
ら
同
じ
印
相

か
は
不
明
だ
が
、
修
理
で
は
普
通
は
元
ど
お
り
に
直
す

の
で
、
当
初
か
ら
釈
迦
如
来
と
み
て
よ
い
。
一
見
阿
弥

陀
如
来
の
よ
う
だ
が
、
奈
良
の
大
安
寺
に
あ
っ
た
釈
迦

如
来
像
も
左
足
を
上
に
組
み
、
同
じ
印
相
だ
っ
た
。 

 

釈
迦
と
文
殊
は
眉
の
角
度
、
鼻
や
口
の
形
、
細
く
長

い
耳
が
似
て
い
る
。
正
中
線
は
、
仏
像
群
を
結
び
付
け

る
積
極
的
証
拠
と
し
て
捉
え
て
よ
い
。
よ
っ
て
、
一
セ

ッ
ト
の
仏
像
群
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。 

「木
造
釈
迦
如
来
及
諸
尊
像
」
の
特
色 

平
安
時
代
に
作
ら
れ
た
十
羅
刹
女
の
彫
刻
は
、
全
国

で
も
少
な
い
。
普
賢
・
文
殊
に
眷
属(
従
者
の
こ
と)

も
い

る
彫
像
群
は
、
平
安
時
代
の
も
の
で
は
他
に
例
が
な
い
。 

「
木
造
聖
徳
太
子
立
像
」
に
つ
い
て 

作
っ
た
人
は
？ 

ほ
お
が
長
く
、
幅
広
い
鼻
が
慈
恩
寺
の
薬
師
如
来
像 

新
指
定
重
要
文
化
財
の
特
色
は
？ 

と
共
通
し
て
お
り
、
薬
師
如
来
像
を
作
っ
た
院
保

も
し
く
は
院
派
の
工
房
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。 

「木
造
聖
徳
太
子
立
像
」の
特
色 

 

鎌
倉
時
代
に
作
ら
れ
た
聖
徳
太
子
像
は
全
国

に
現
存
す
る
。
だ
が
、
特
色
あ
る
血
書
経(

願
い
を

叶
え
る
た
め
に
、
自
ら
を
犠
牲
に
し
て
血
で
書
い
た
お

経)

が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
像
に
当
初
の
色
彩
が
よ

く
残
っ
て
い
る
た
め
、
慈
恩
寺
の
像
は
貴
重
な
存

在
で
あ
る
。 

当
日
は
会
場
に
150
名
が
来
場
し
、
調
査
官
の

話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

講師の井上調査官 

会場をうめた参加者。県外からの参加もありました。 

き
り
が
ね 

い
ん
ぞ
う 

け
ん
ぞ
く 


